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チームの思いを一本のたすきに込めて！
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（単位：千円）
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「四季彩館」



3 議会広報第５号

　

委
員
の
任
期
が
、
平
成　

年
３

１８

月　

日
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

３１
提
案
さ
れ
、
議
会
は
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

野
澤　

知
行 
氏
（
辰
ノ
口
）

　　

平
成　

年　

月　

日
を
も
っ

１７

１２

３１

て
、
長
年
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
、
青
少
年
の
家
並
び
に
体

育
セ
ン
タ
ー
が
、利
用
者
の
減
小

等
の
理
由
の
た
め
閉
館
し
ま
し
た
。

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

　

委
員
の
任
期
が
、平
成　

年　

月

１７

１２

８
日
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
提

案
さ
れ
、
議
会
は
左
記
の
方
々
を

委
嘱
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

帯
刀　
　

治 
氏
（
水
戸
市
）　

　

後
藤　

直
樹 
氏
（
常
陸
太
田
市
）

　

大
内　
　

勉 
氏
（
根
本
）　

　

寺
門　
　

登 
氏
（
上
村
田
）

　

高
槌　

和
哉 
氏
（
上
町
）

　

海
老
根
建
一 
氏
（
岩
崎
）

��
�

�

政
治
倫
理
審
査
会
委
員

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、
公
の
施
設
（
集
会
施
設
・

温
泉
・
社
会
福
祉
施
設
な
ど
住

民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的

で
、
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
設

置
さ
れ
た
施
設
）
の
管
理
方
法

が
「
管
理
委
託
制
度
」
か
ら

「
指
定
管
理
者
制
度
」
に
移
行

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
民
間
の
効
果
的
・

効
率
的
な
手
法
を「
公
の
施
設
」

に
も
活
用
す
る
こ
と
が
有
利
と

考
え
ら
れ
、
経
費
削
減
や
利
用

者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ

り
、今
後
は
民
間
事
業
者
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど（
個
人
は
対
象
外
）も
含
め

て
広
く
公
募
し
、費
用
・
企
画
な

ど
提
案
内
容
か
ら
判
断
し
て
、

よ
り
ふ
さ
わ
し
い
施
設
の
管
理

者
を
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。（
た
だ
し
、学
校
、道
路
、

河
川
な
ど
個
別
の
法
に
よ
る
も

の
は
、
こ
の
指
定
管
理
者
制
度

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	

���
���
���
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���
���
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���
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���
���
���
���
���
���

人
権
擁
護
委
員

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

ごぜんやま温泉保養センター

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
公
の
施
設

の
管
理
に
指
定
管
理
者
制
度
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
議
案
第

１
４
６
号
か
ら
１
６
７
号
（
案
件

は
次
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
つ
い
て
、

公
の
施
設
の
設
置
及
び
管
理
条
例

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま

し
た
。

　

主
な
公
の
施
設
は
、
常
陸
太
宮

市
社
会
体
育
施
設
、
三
太
の
湯
・

四
季
彩
館
等
の
温
泉
施
設
、
美

和
・
緒
川
物
産
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

す
。
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※補正予算、人事については２、３ページに掲載しています。
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◇
常
陸
大
宮
市
参
与
の
長
山
安
隆

氏
が
、

月

日
付
け
で
辞
職

１１

３０

し
ま
し
た
。

◇
常
陸
大
宮
市
補
助
金
等
検
討
委

員
会
が

月

日
付
け
で
、
外

１０

１２

部
委
員
６
名
を
も
っ
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

◇
野
上
原
宅
地
分
譲
地
に
つ
い

て
、

月

日
現
在
で

区
画

１１

３０

５１

中

区
画
の
売
買
契
約
を
締
結

１８
し
ま
し
た
。

◇
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
外
１

０
８
件
の
契
約
を
締
結
し
ま
し

た
。

�

�

�

�

野
上
原
宅
地
分
譲
位
置
図

�
�
�
�
�
�

（
平
成　

年
１
月　

日
現
在　

区
画
の

１８

２３

２３

売
買
が
成
立
し
ま
し
た
。）
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◎委 員 長　　○副委員長

◎　

岡
�　

不
忘

○　

菊
池　

五
介

　
　

小
室　
　

勉

　

永
嶋　
　

昇

小
林　
　

勲

　

小
室　
　

彬

　

平
塚　

芳
信

　

青
木　

秀
男

　

栗
田　
　

進

　

寺
門　
　

幸

　

岸　

佐
次
郎

　

細
貝　

富
雄

　

大
�　

重
信

　

佐
藤　
　

忠

　

宮
下　
　

衛

　

成
井　

文
夫

　

皆
川　

忠
雄

　

木
村　

勝
昭

　

秋
山　

信
夫

　

小
室　

徳
蔵

　

鹿
嶋　

一
義

　

小
森　
　

男

　

野
上　

台
一

　

内
田　

勝
廣

　

武
石　

寿
長

　常陸大宮市議会早期解散を求める陳情が、１１月１８日提出されたため、市議会は特別委員会を
設置して、審査することになりました。

��������	��

◎　

河
野　

洪
勲

○　

堀
江　

鶴
治

　

押
久
保
一
郎

　

堀
江　

仙
三

　

掛
札　

幸
博

　

仲
田　

好
一

　

金
子　
　

卓

　

海
老
根
正
夫

　

疋
田　

好
夫

　

小
室　

正
美

　

山
口　

正
秀

　

駒
田　
　

強

　

角
田　

二
雄

　

三
村　

�
男

　

軍
司　
　

弘

　

佐
藤　

正
義

　

浅
川　

克
巳

　

石
�　

清
司

　

�
村　

正
美

　

堀
江　

�
一

　

掛
札　

行
雄

　

�
橋　
　

繁

　

岡
�　

榮
一

　

堀
江　

武
久

　

皆
川　

勝
博

　現在の議員数については、合併特例法（在任特例）を適用していますが、改選後の常陸大宮
市議会の条例定数を調査するため、特別委員会を設置しました。（人口５万人未満の市の法定
数は２６人）

��������	�
	�
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市
内
全
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る

防
犯
灯
は
、
山
間
地
に
と
っ
て
あ

り
が
た
く
、
大
切
な
灯
り
で
あ
り

ま
す
が
、
電
球
が
切
れ
て
も
な
か

な
か
交
換
し
て
も
ら
え
ず
、
悩
み

の
種
だ
と
苦
情
が
聞
か
れ
ま
す
。

市
民
か
ら
連
絡
を
受
け
、
総
合
支

所
に
連
絡
し
て
も
「
業
者
に
言
っ

て
あ
る
」
と
電
球
交
換
に
一
、
二

週
間
、
ひ
ど
い
時
は
一
カ
月
近
く

か
か
り
ま
す
。

　

業
者
も
忙
し
く
、
ま
と
め
て
と

の
気
持
ち
は
わ
か
り
ま
す
が
、
市

民
を
思
え
ば
、
蛍
光
灯
一
本
、
市

民
課
の
職
員
が
二
、
三
人
で
交
換

で
き
な
い
の
か
。
区
に
現
物
支
給

し
て
で
き
な
い
の
か
。
集
落
セ
ン

タ
ー
等
の
運
営
費
に
苦
慮
し
て
い

る
区
に
と
っ
て
、
大
き
な
収
入
に

な
る
と
思
い
ま
す
。「
検
討
す
る
」

と
い
う
答
弁
で
は
な
く
、
明
確
な

答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
市
民
部
長

　

現
在
、
防
犯
灯
の
修
繕
に
つ
い

て
は
、
業
者
に
委
託
し
て
行
っ
て

い
ま
す
が
、
業
者
に
は
修
繕
の
依

頼
が
あ
り
次
第
、
す
ぐ
に
工
事
に

当
た
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
再
度
業
者
に
指
示
し
、

万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
灯
は
東
京
電
力
の

電
柱
に
直
接
付
け
て
い
る
場
合
が

多
く
、
東
京
電
力
で
は
、
高
所
作

業
車
等
の
使
用
、
感
電
防
止
の
た

め
の
保
護
具
の
着
用
等
の
条
件
を

満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
、
作
業
を

認
め
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
器
具

の
交
換
等
は
、
電
気
工
事
士
の
資

格
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
市
で
は
今
後
も
防

犯
灯
の
点
検
、
修
繕
に
つ
い
て
、

資
格
を
持
っ
て
い
る
電
気
工
事
業

者
に
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

防犯灯
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憲
法
第　

条
で
「
国
は
社
会
福

２５

祉
・
社
会
保
障
の
向
上
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
等
、
国
の
生

存
権
保
障
義
務
が
う
た
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
政
府
は
高
齢
者
の
医

療
費
負
担
に
つ
い
て
、
低
所
得
者

は
１
割
負
担
に
据
え
置
く
も
の

の
、
一
般
は
、
現
行
の
原
則
１
割

か
ら
２
割
に
。
現
役
並
み
に
所
得

の
あ
る
方
は
、
現
行
２
割
か
ら
３

割
に
引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
改
悪
が
行
わ
れ
れ

ば
、
経
済
的
事
情
で
受
診
を
控
え

る
患
者
が
増
え
る
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
市
民
の

生
存
権
の
保
持
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
か
ね
な
い
こ
の
制
度
の
改

悪
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
考
え
か

伺
い
ま
す
。

○
市
長

　

今
度
の
医
療
制
度
改
革
は
、
医

療
費
を
適
正
化
し
て
、
給
付
と
負

担
の
関
係
を
公
平
か
つ
透
明
化
す

る
医
療
構
造
改
革
を
進
め
て
お

り
、
患
者
、
医
療
機
関
、
医
療
保

険
者
、
国
・
県
・
市
町
村
も
一
つ

の
目
標
に
向
か
っ
て
動
か
な
け
れ

ば
実
現
で
き
な
い
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

���������������������
���������������������
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合
併
に
よ
り
新
し
い
病
院
建
設

が
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。
市

内
全
体
と
し
て
の
ハ
ー
ド
面
で
の

メ
リ
ッ
ト
は
見
え
て
き
ま
し
た
。

次
に
進
む
べ
き
方
向
は
、
市
民
ひ

と
り
一
人
、
各
家
庭
の
メ
リ
ッ
ト

を
考
え
、
実
行
に
移
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
も
市
全
体
の
総
合
メ
リ
ッ

ト
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
取
り
組
み
こ
そ
「
新
世
代
地
域

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事

業
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
５
つ
の
旧
町
村
が
末
端
ま
で

１
つ
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
市
長
の
お
考
え
を
お
聞

き
し
ま
す
。

○
市
長

　

難
視
聴
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
い
う
選
択
肢

も
あ
り
ま
す
が
、
膨
大
な
設
備
投

資
と
人
員
配
置
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

し
た
が
っ
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
整
備
を
目
的
と
し
た
「
新
世

代
地
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整

備
事
業
」
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

は
、
非
常
に
難
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
今
後
、
十
分
な
研
究
と
検

討
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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���������������������

・
農
業
の
振
興
に
関
し
て

・
市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

・
携
帯
電
話
の
使
用
で
き
な
い

地
域
の
解
消
策
を
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県
議
会
で
明
ら
か
に
な
っ
た
宮

の
郷
工
業
団
地
内
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
処
理
施
設
の
建
設
計
画
を
、

い
つ
知
り
、ど
う
対
処
し
た
の
か
。

　

事
業
計
画
概
要
書
の
受
付
窓
口

の
あ
る
市
民
部
長
、
工
業
団
地
の

企
業
誘
致
を
担
当
す
る
経
済
部

長
、
そ
れ
に
矢
数
市
長
、
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
答
弁
を
求
め
ま
す
。

　

環
境
へ
の
影
響
、
ま
た
宮
の
郷

工
業
団
地
へ
の
優
良
企
業
の
誘
致

へ
の
影
響
等
を
考
え
、
き
っ
ぱ
り

と
反
対
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

矢
数
市
長
の
同
計
画
に
対
す
る
見

解
、
そ
し
て
、
今
後
の
対
応
を
お

聞
き
し
ま
す
。

○
市
民
部
長

　

来
庁
さ
れ
、
話
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
、
県
と
協
議
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
経
済
部
長

　

商
工
観
光
課
に
事
業
関
係
者
が

来
庁
し
、
話
が
あ
っ
た
と
の
報
告

を
受
け
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
確

認
し
た
と
い
う
状
況
で
す
。

○
市
長

　

平
成　

年
の
８
月
と　

月
に
事

１７

１０

業
関
係
者
が
各
課
に
来
庁
さ
れ
、

事
前
の
説
明
が
あ
っ
た
と
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　

計
画
に
関
し
て
は
、
国
の
責
任

に
お
い
て
適
切
に
処
理
さ
れ
る
も

の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
県
に
事

業
計
画
概
要
書
の
提
出
が
さ
れ
、

県
か
ら
本
市
に
対
し
意
見
を
求
め

ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
本
市

と
し
て
は
、
広
く
情
報
を
開
示

し
、
住
民
の
意
見
を
尊
重
、
適
宜

意
見
を
付
し
て
い
く
考
え
で
す
。
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本
市
に
は
、
高
齢
者
と
い
わ
れ

る
方
々
が
約
１
万
３
千
人
、
人
口

の　

・
３
％
と
県
平
均　

・
１
％

２６

１８

を
大
き
く
上
回
り
ま
す
。
こ
の
高

齢
者
の
方
々
こ
そ
戦
中
戦
後
の
激

動
の
時
代
を
担
い
、
今
日
の
豊
か

な
繁
栄
の
社
会
を
築
い
た
原
動
力

だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
長
寿
社
会
を
支
援

し
、
活
力
あ
る
も
の
に
す
る
に

は
、
健
康
・
経
済
力
・
生
き
が
い

の
条
件
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

①
生
き
が
い
を
持
っ
た
老
後
の
生

活
の
支
援

②
生
涯
学
習
で
の
高
齢
者
学
級
の

取
り
組
み

③
知
識
・
技
術
・
経
験
等
の
活
用

④
健
康
教
室
等
の
取
り
組
み

　

以
上
、
伺
い
ま
す
。

　

○
保
健
福
祉
部
長

　

生
き
が
い
を
持
っ
た
老
後
の
生

活
支
援
に
つ
い
て
は
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
や
体
操
な
ど
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
実
施
、
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
養

成
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
で
の
高
齢
者
学
級
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
現
在

行
っ
て
い
る
各
種
の
講
座
等
に
参

加
い
た
だ
き
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

知
識
、
技
術
、
経
験
等
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
の
活
動
の
場
等
が
あ
り

積
極
的
な
支
援
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

健
康
教
室
等
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
歩
く
会
、
健
康
体
操
等

の
各
種
の
事
業
を
実
施
し
、
老
後

に
向
け
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
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・
市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

・
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

・
改
定
介
護
保
険
と
健
康
常
陸

大
宮　

計
画
に
つ
い
て

２１

・
憲
法
改
定
問
題
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

輪投げ競技の様子

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

・
公
園
の
整
備
拡
充
に
つ
い
て

・
ふ
れ
あ
い
広
場
の
充
実
に
つ
い
て

・
住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

宮の郷工業団地

�

�
�
�

�

�

�
�

常陸大宮市

常陸太田市
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訪
問
販
売
、
架
空
の
電
話
料
金

等
を
含
む
通
信
販
売
な
ど
無
店
舗

購
入
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

し
、
社
会
的
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

特
に
、
認
知
症
高
齢
者
を
狙
っ

た
悪
質
商
法
は
増
大
す
る
ば
か
り

で
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
啓
発

な
ど
の
消
費
者
教
育
、
苦
情
な
ど

の
生
活
相
談
、
情
報
提
供
、
商
品

テ
ス
ト
等
を
行
う
消
費
者
に
身
近

な
機
関
で
す
。

　

住
民
の
安
心
、
安
全
な
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
は
、
行
政
の
責
務
で

あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
べ
き
と
思

い
ま
す
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

○
経
済
部
長

　

現
在
市
で
は
、
消
費
生
活
の
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
市
民
の
相
談

等
に
職
員
が
対
応
し
て
い
る
と
い

う
状
況
で
す
。
し
か
し
、
架
空
請

求
あ
る
い
は
悪
徳
商
法
等
の
手
口

に
つ
い
て
は
、
巧
妙
・
複
雑
化
し

て
い
る
状
況
で
、
専
門
の
知
識
を

持
つ
相
談
員
を
配
備
し
、
市
民
の

相
談
及
び
苦
情
を
適
正
か
つ
効
率

的
に
処
理
す
る
必
要
性
か
ら
、
平

成　

年
度
の
設
置
に
向
け
て
準
備

１８
を
進
め
て
い
ま
す
。

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������														
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こ
の
制
度
は
、
従
来
の
補
助
事

業
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
い
う
点

で
、
画
期
的
で
あ
り
、
今
年
度
の

こ
の
事
業
に
対
す
る
国
の
予
算

は
、
１
、
９
３
０
億
円
で
、
現
在
、

５
１
９
市
町
村
７
３
９
地
区
で
、

こ
の
制
度
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
進
行
中
で
す
。
さ
ら
に　

年
１８

度
に
は
、
地
方
分
権
の
支
援
と
国

庫
補
助
負
担
金
改
革
の
た
め
、
大

幅
な
予
算
の
増
額
を
要
求
す
る
考

え
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
構

想
段
階
で
あ
る
現
時
点
に
お
い

て
、
こ
の
制
度
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
認
識
を
お
持
ち
か
。
ま
た
、

合
併
特
例
債
と
の
併
用
で
は
、
事

業
費
の
大
幅
な
負
担
の
軽
減
が
図

ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

併
せ
て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

○
建
設
部
長

　

市
と
し
て
は
、
平
成　

年
度
か

１８

ら
都
市
整
備
課
に
お
い
て
住
宅
関

係
で
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
公

営
住
宅
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
す
る
こ
と
に
よ
り
本
市
の
公
営

住
宅
の
現
状
を
分
析
し
、
建
て
替

え
等
を
含
め
た
今
後
の
住
宅
整
備

に
つ
い
て
交
付
金
制
度
を
活
用

し
、
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

・
地
域
別
振
興
方
策
に
つ
い
て

（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

・
学
校
給
食
に
つ
い
て
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平
成　

年
度
の
㈱
ふ
る
さ
と
活

１６

性
化
セ
ン
タ
ー
み
わ
の
決
算
書
に

よ
る
と
、
平
成　

年
５
月　

日
の

１７

２６

株
式
総
会
に
お
い
て
配
当
金
が
可

決
さ
れ
、
本
市
の
出
資
金
に
対

し
、
３
８
４
万
円
が
配
当
さ
れ
、

ま
た
、
山
方
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

の
決
算
書
に
よ
る
と
合
併
に
よ
る

打
切
決
算
や
不
要
額
調
整
ま
た
減

額
補
正
な
ど
を
し
た
後
の
収
支
利

益
の
う
ち
２
０
０
万
円
を
、
平
成

　

年
度
一
般
会
計
に
戻
し
入
れ
と

１７な
っ
て
い
ま
す
が
、
両
金
額
と
も

一
般
会
計
に
歳
入
さ
れ
て
お
ら

ず
、
ま
た
、
補
正
額
に
も
計
上
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
お
伺
い
し
ま

す
。

○
収
入
役

　

㈱
ふ
る
さ
と
活
性
化
セ
ン
タ
ー

み
わ
の
配
当
金
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
６
月
７
日
に
３
８
４
万
円

１７
を
平
成　

年
度
の
収
入
と
し
て
受

１７

け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

山
方
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
の
戻

し
入
れ
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
１７

４
月
５
日
に
公
社
の
収
支
残
金
を

平
成　

年
度
の
歳
出
戻
し
入
れ
と

１６

し
て
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������														
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少
子
化
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
親
の
中
に
は

「
出
産
手
当
は
あ
り
が
た
い
が
、

そ
の
後
の
養
育
の
問
題
を
考
え
る

と
」
と
い
う
方
が
多
い
。
文
部
、

厚
生
の
壁
を
破
り
、「
資
源
は
人

な
り
」
の
観
点
か
ら
、
放
課
後
の

児
童
保
育
の
拡
充
が
地
域
社
会
の

責
務
と
考
え
ま
す
。

　

日
本
は
、
他
の
先
進
国
に
比
べ

て
支
援
策
が
貧
困
で
す
。
働
き
な

が
ら
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整

え
た
い
も
の
で
す
。
本
市
に
お
い

て
も
、
頻
繁
な
児
童
誘
拐
事
件
の

発
生
の
折
か
ら
も
、
各
支
所
の
運

営
形
態
を
再
検
討
し
て
、
児
童
保

育
の
更
な
る
拡
充
を
図
る
の
が
急

務
と
考
え
ま
す
。

○
保
健
福
祉
部
長

　

市
内
の
学
童
保
育
は
、
民
間
施

設
で
の
開
設
が
多
い
た
め
に
、
利

用
料
や
運
営
形
態
が
施
設
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
を

踏
ま
え
た
中
で
地
域
の
実
情
を
よ

く
把
握
し
、
開
設
場
所
や
運
営
方

法
、
利
用
料
等
を
十
分
に
検
討
す

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
学
童
保
育
の
利
用
希
望

は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、

市
と
し
て
も
積
極
的
に
開
設
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
開
設
す

る
に
当
た
っ
て
は
児
童
の
安
全
対

策
の
確
保
を
第
一
に
考
え
、
利
用

し
や
す
い
学
童
保
育
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
の
関
係
者
や
民
間
保
育

所
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た
方
法

で
開
設
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
																					

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

学童保育

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

・
防
災
行
政
無
線
放
送
の
運
用

に
つ
い
て

・
法
人
の
運
営
及
び
運
営
方
法

に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

北斗星
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合
併
後
、
市
が
管
理
す
る
道
路

は
、
今
ま
で
旧
町
村
が
管
理
し
て

い
た
町
村
道
が
一
体
と
な
り
多
く

の
数
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

市
道
の
改
良
を
公
平
に
進
め
る
と

と
も
に
、
市
民
の
方
々
に
説
明
責

任
を
果
す
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の

道
路
を
取
り
巻
く
い
く
つ
か
の
要

素
に
つ
い
て
、
数
値
化
に
よ
る
評

価
を
行
い
、
そ
の
合
計
点
数
に
よ

り
改
良
の
順
位
を
決
め
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
、
旧
町
村
道
の
事
情
に
精

通
し
た
職
員
が
減
少
す
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
今
こ
そ
こ
の
評
価
の

基
礎
を
つ
く
る
時
期
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

○
建
設
部
長

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
庁

を
中
心
に
各
総
合
支
所
と
協
議
を

行
い
な
が
ら　

年
度
の
事
業
採
択

１８

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

市
道
の
現
状
把
握
や
市
全
体
の

道
路
整
備
は
、
公
共
工
事
の
社
会

環
境
を
的
確
に
と
ら
え
、
緊
急

性
、
重
要
性
を
よ
り
公
平
、
公
正

に
判
断
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
計
画
的
、
効
率
的
な
事
業
の

推
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
の
公
共
事
業
再
評
価

方
針
等
を
参
考
に
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
過
疎
地
域
の
本
市
に

お
い
て
は
、
投
資
効
果
優
先
の
数

値
化
の
み
で
優
先
順
位
を
図
る
こ

と
は
非
常
に
難
し
い
状
況
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
本
市
の
実
情
に
合
わ
せ

た
事
業
評
価
等
の
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
市
長

　

少
子
化
対
策
と
子
育
て
家
庭
に

係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
市
独
自
の
施
策
と
し
て
妊

産
婦
、
乳
幼
児
に
対
し
て
の
外
来

の
自
己
負
担
の
補
助
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

自
己
負
担
に
つ
い
て
は
、
国
の

制
度
で
食
事
の
自
己
負
担
は
も
と

よ
り
、
医
療
に
つ
い
て
も
一
部
自

己
負
担
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
も
、
他
の
公
的
負
担

医
療
制
度
と
の
均
衡
を
図
り
つ

つ
、
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
最
小
限

の
自
己
負
担
を
求
め
た
も
の
で
す
。

　

少
子
化
対
策
の
市
独
自
の
制
度

と
し
て
、
小
学
生
に
対
し
入
院
の

み
に
限
定
し
た
中
で
医
療
福
祉
制

度
の
給
付
対
象
と
す
る
こ
と
や
、

保
育
料
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
等

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
は
重
要
で
す
。
９

月
議
会
で
の
市
長
答
弁
で
、
所
得

制
限
と
入
院
・
食
事
の
自
己
負
担

を
廃
止
す
る
の
に
必
要
な
年
間
予

算
は
、
合
計
で
１
、
６
８
０
万
円

と
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

若
い
夫
婦
が
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で

は
、
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と

き
、
入
院
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

も
、
心
配
し
な
い
で
病
院
に
か
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
ど
ん
な
に

喜
ば
れ
る
か
知
れ
ま
せ
ん
。

　

所
得
制
限
無
し
、
入
院
・
食
事

の
負
担
も
な
く
し
、
医
療
費
完
全

無
料
化
と
す
る
よ
う
、
来
年
度
の

予
算
措
置
を
要
望
し
て
、
考
え
を

伺
い
ま
す
。
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���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
																					

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

・
介
護
保
険
に
つ
い
て

・
御
前
山
地
域
の
小
学
校
統
合
に
つ
い
て

・
歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

・
新
市
の
都
市
計
画
に
つ
い
て

・
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

上檜沢地内
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���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
																					

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������														













����������������������	
�� � � � ��

　

市
の
来
年
度
予
算
編
成
方
針

は
、
地
方
税
や
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
地
方
交
付
税
の
減
少
、
市
債

残
高
の
急
増
な
ど
に
よ
り
、
歳
入

の
大
幅
増
加
は
見
込
め
な
い
。
歳

出
で
は
、
義
務
的
経
費
や
新
市
ま

ち
づ
く
り
計
画
に
よ
る
事
業
費
の

増
大
と
厳
し
い
の
で
、
歳
入
歳
出

を
見
直
す
と
い
っ
て
い
る
。

　

合
併
は
人
的
、
財
政
的
基
盤
が

強
化
さ
れ
る
と
い
っ
て
き
た
の
で

は
な
い
か
。

　

来
年
度
の
国
保
税
は
、
現
行
の

旧
町
村
ご
と
不
均
一
課
税
を
採
用

す
る
と
受
け
止
め
て
よ
い
か
。
介

護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
に

諮
問
し
た
介
護
保
険
料
案
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

○
市
民
部
長

　

国
保
税
に
つ
い
て
は
、
一
体
化

や
住
民
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら

も
、
で
き
る
限
り
短
期
間
に
統
一

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
わ
け
で
す

が
、
近
隣
市
町
村
の
実
態
等
も
参

考
に
し
て
、
国
保
事
業
の
適
正
な

運
営
と
あ
わ
せ
て
、
経
過
や
市
民

生
活
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

○
保
健
福
祉
部
長

　

現
在
、
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
委
員
会
で
、　

年
度
か
ら
の
第

１８

３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い

て
審
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
委
員
会
で
の
報
告
を
受
け

て
第
３
期
の
介
護
保
険
料
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
保
険

料
の
額
の
提
示
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
状
況
で
す
。

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������														













����������������������������













������������������������	
��
�� � � � ��

　

市
の
豊
か
な
森
林
資
源
の
保
全

活
用
を
目
的
と
す
る
「
豊
か
な
自

然
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
基

金
」
を
創
設
し
、
森
林
活
用
施
策

を
展
開
す
る
と
あ
り
ま
す
。

　

市
と
し
て
国
・
県
へ
森
林
環
境

税
の
早
期
導
入
の
要
望
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

森
林
組
合
の
助
成
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

①
県
単
作
業
道
規
模
の
間
伐
作
業

道
の
復
活
を

②
さ
わ
や
か
樹
林
帯
の
県
道
・
市

道
で
の
市
単
独
事
業
と
し
て
の

継
続
を

③
市
有
林
管
理
の
継
続
を

④
市
関
係
施
設
管
理
の
継
続
を

○
市
長

　

森
林
環
境
税
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
森
林
の
多
い
県
北
の
市
町
村

と
歩
調
を
合
わ
せ
、
県
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
経
済
部
長

　

間
伐
作
業
道
に
つ
い
て
は
、
県

補
助
事
業
等
を
含
め
、
補
助
対

象
、
内
容
等
の
再
検
討
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
わ
や
か
樹
林
帯
整
備
に
つ
い

て
は
、
市
内
全
域
で
の
取
り
組
み

は
、
困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
総
務
部
長

　

市
有
林
管
理
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
施
業
計
画
を
策
定
し
た
中

で
、
除
間
伐
等
の
整
備
作
業
等

を
、
常
陸
大
宮
市
森
林
組
合
に
お

願
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
関
係
施
設
管
理
の
関
係
で
す

が
、
除
草
作
業
等
の
作
業
の
内
容

や
必
要
箇
所
に
つ
い
て
精
査
し
た

中
で
、
同
組
合
に
委
託
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
																					

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
																					

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
つ
い
て

・
乳
児
健
康
診
査
に
つ
い
て

・
公
契
約
条
例
に
つ
い
て

・
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

常陸大宮市森林組合

・
美
和
地
区
・
仲
島
宅
地
開
発

分
譲
事
業
に
つ
い
て

・
東
京
都
豊
島
区
と
の
交
流
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�



13 議会広報第５号

� � � �

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������														













����������������������������
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新
農
政
の
中
の
経
営
安
定
政
策

（
直
接
支
払
い
政
策
）
は
、
我
が
国

農
業
の
生
き
残
り
を
賭
け
た
農
政

転
換
と
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
１７

度
か
ら　

年
度
に
向
け
て
の
行
動

２７

計
画
が
農
林
水
産
省
よ
り
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
多
く
の
方
が
、
認
定
農

家
に
指
定
さ
れ
て
い
る
シ
イ
タ
ケ

生
産
者
等
の
経
営
体
は
ど
の
よ
う

な
作
付
け
体
系
と
見
な
さ
れ
る
の

か
。
ま
た
、
現
在
の
認
定
農
業
者

が
そ
の
ま
ま
経
営
安
定
対
策
対
象

者
に
な
れ
る
の
か
。
ま
た
、
農
地

の
集
積
促
進
を
、
市
と
し
て
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

○
経
済
部
長

　

シ
イ
タ
ケ
生
産
を
主
体
と
し
た

経
営
体
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
位

置
づ
け
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
認
定
農
業
者
が
、
経
営

安
定
対
策
対
象
者
と
な
れ
る
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
対
象
作

物
が
米
、
麦
、
大
豆
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
、
土
地
利
用
型
経
営
体

の
認
定
農
業
者
が
対
象
と
な
る
か

と
思
い
ま
す
。

　

農
地
の
利
用
集
積
の
促
進
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
品
目
的

横
断
的
な
経
営
安
定
対
策
を
取
り

組
む
場
合
の
要
件
に
該
当
す
る
こ

と
が
見
込
め
る
担
い
手
、
あ
る
い

は
集
落
営
農
組
織
等
、
こ
れ
に
対

し
て
農
地
の
利
用
集
積
の
促
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
農
業
委
員
会
、
農
協
等
の
関

係
機
関
と
と
も
に
座
談
会
等
を
開

催
し
、
事
業
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������														













����������������������������













���������	
��
 � � � � ��

　

人
口
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
本
市
も
８
月
以
降
、
微

数
で
す
が
、
減
っ
て
い
ま
す
。
周

辺
山
間
地
域
が
大
幅
減
の
た
め
で

す
。
人
口
減
少
は
、
税
収
を
落
ち

込
ま
せ
、
市
の
台
所
を
直
撃
し
て

い
ま
す
。

　

施
策
と
負
担
は
一
対
で
あ
り
、

少
子
化
対
策
へ
の
公
的
負
担
は
、

増
加
し
て
い
ま
す
。
国
の
三
位
一

体
改
革
で
、
地
方
の
財
政
は
窮
地

に
追
い
込
ま
れ
、
経
済
支
援
に
も

限
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
人
口

に
関
す
る
諸
問
題
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
周
辺
の
人
口

増
対
策
は
あ
る
の
か
。
市
独
自
で

の
少
子
化
対
策
は
あ
る
の
か
伺
い

ま
す
。

○
助
役

　

産
業
構
造
の
変
化
や
斬
新
的
な

施
策
を
と
ら
な
い
限
り
大
変
難
し

い
問
題
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
宮
の
郷
工
業
団
地
等

へ
の
優
良
企
業
の
誘
致
に
よ
る
周

辺
地
区
の
人
口
増
加
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図

る
た
め
の
祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

観
光
行
政
も
地
域
活
性
化
対
策
と

し
て
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
保
健
福
祉
部
長

　

市
独
自
の
少
子
化
対
応
策
に
つ

い
て
は
、
医
療
福
祉
事
業
に
お
け

る
就
学
未
満
児
ま
で
の
医
療
費
の

無
料
化
、
保
育
料
軽
減
の
一
元

化
、
延
長
保
育
、
学
童
保
育
な
ど

の
保
育
事
業
の
充
実
等
を
実
施
し

て
い
る
状
況
で
す
。

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
																					

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
																					























・ 
食
育
に
つ
い
て

・ 
労
使
交
渉
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

・
林
業
振
興
に
つ
い
て

・
Ｇ
Ｉ
Ｓ
事
業
に
つ
い
て

・
Ｉ
Ｔ
に
お
け
る
地
域
格
差
の

是
正
に
つ
い
て

・
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
等
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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祝
祭
日
は
、
ゴ
ミ
収
集
が
休
止

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
二
年

前
、
多
く
の
署
名
簿
と
共
に
市
長

に
対
し
強
く
改
善
を
要
望
し
ま
し

た
。

　

平
成　

年
度
よ
り
、
ハ
ッ
ピ
ー

１６

マ
ン
デ
ー
（
月
曜
日
）
の
年
４
回

で
収
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。
以

来
、
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
ま

た
市
内
の
御
前
山
地
域
や
近
隣
自

治
体
で
は
、
す
で
に
完
全
収
集
さ

れ
て
い
ま
す
。
那
珂
市
と
も
協
議

し
、
全
市
的
に
完
全
収
集
を
早
急

に
実
施
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

○
市
民
部
長

　

現
在
の
収
集
日
程
に
つ
い
て

は
、
合
併
前
の
旧
４
町
村
を
単
位

と
し
た
収
集
地
区
、
曜
日
の
編
成

で
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
祝
祭

日
の
収
集
完
全
実
施
を
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
市
全
体
の
収
集
の

コ
ー
ス
及
び
収
集
日
の
見
直
し
、

さ
ら
に
大
宮
地
方
環
境
整
備
組
合

と
の
調
整
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
宮
地
方
環
境
整
備
組

合
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
那
珂
市

と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
週
２
回

の
収
集
完
全
実
施
を
す
る
た
め
、

平
成　

年
度
に
実
施
す
べ
く
準
備

１９

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な

お
、
御
前
山
地
区
の
城
北
地
方
広

域
事
務
組
合
に
つ
い
て
は
、
昭
和

　

年
度
か
ら
施
設
の
規
模
に
よ

５９り
、
週
２
回
の
完
全
実
施
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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築　

年
経
過
す
る
第
一
中
学
校

３４

体
育
館
で
す
が
、
何
年
も
前
よ
り

外
壁
の
塗
装
は
剥
が
れ
、
斑
模
様

に
な
り
、
錆
び
て
か
な
り
痛
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
校
章
も
剥
が
れ
落

ち
、
見
苦
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
痛
ん
で
か
ら

で
は
塗
装
等
の
費
用
は
相
当
か
か

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
な
る
以
前
に
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
等
を
繰
り
返
し
て
い
れ

ば
、
少
な
い
費
用
で
、
長
く
使
用

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
す
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

○
教
育
次
長

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
屋
根

防
水
工
事
等
の
対
応
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
も
生
徒
の
安
全
と

快
適
な
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、

学
校
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
早
期
対
応
と
し
て
、

体
育
館
天
井
パ
ネ
ル
等
の
修
繕
、

水
銀
灯
へ
の
切
り
か
え
工
事
等
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

体
育
館
外
壁
等
の
修
繕
に
つ
い

て
は
、
複
数
の
学
校
か
ら
要
望
が

あ
り
ま
す
。
今
後
、
今
年
計
画
し

て
い
る
義
務
教
育
施
設
適
正
配
置

審
議
委
員
の
施
設
視
察
の
中
で
意

見
等
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
、
計

画
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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・
災
害
対
策
に
つ
い
て

・
市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
少

子
化
の
現
状
と
見
通
し
と
今

後
の
対
応
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
の
耐
震
強
度
の
確

認
検
査
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

第一中学校体育館

・
行
政
改
革
に
つ
い
て

・
少
子
化
対
策
の
拡
充
に
つ
い
て

・
読
書
環
境
の
拡
充
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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「真の地方分権改革の確実な実現」に関する意見書

　「三位一体の改革」は、小泉内閣総理大臣が進める「国から地方へ」の構造改革の最大の柱であり、全国一
律・画一的な施策を転換し、地方の自由度を高め、効率的な行財政運営を確立することにある。
　地方六団体は、平成１８年度までの第１期改革において、３兆円の税源移譲を確実に実施するため、昨年の３．２
兆円の国庫補助負担金改革案の提出に続き政府からの再度の要請により、去る７月２０日に残り６，０００億円の確
実な税源移譲を目指して、「国庫補助負担金等に関する改革案（２）」を取りまとめ、改めて小泉内閣総理大臣
に提出したところである。
　政府・与党においては、去る１１月３０日、「三位一体の改革について」決定され、地方への３兆円の税源移譲、
施設整備費国庫補助負担金の一部について税源移譲の対象とされ、また、生活保護費負担金の地方への負担転
嫁を行わなかったことは、評価するものであるが、「地方の改革案」になかった児童扶養手当や児童手当など、
真の地方分権改革の理念に沿わない内容や課題も多く含まれ、今後、「真の地方分権改革の確実な実現」に向け、
「地方の改革案」に沿って平成１９年度以降も「第２期改革」として、更なる改革を強力に推進する必要がある。
　よって、国においては、平成１８年度の地方税財政対策において、真の地方分権改革を実現するよう、下記事
項の実現を強く求める。

１　地方交付税の所要総額の確保
　平成１８年度の地方交付税については、「基本方針２００５」の閣議決定を踏まえ、地方公共団体の安定的財政運
営に支障を来たすことのないよう、地方交付税の所要総額を確保すること。
　また、税源移譲が行われても、税源移譲額が国庫補助負担金廃止に伴い財源措置すべき額に満たない地方
公共団体については、地方交付税の算定等を通じて確実に財源措置を行うこと。
２　３兆円規模の確実な税源移譲
　３兆円の税源移譲に当たっては、所得税から個人住民税への１０％比例税率化により実現すること。
　また、個人所得課税全体で実質的な増税とならないよう適切な負担調整措置を講ずること。
３　都市税源の充実確保
　個人住民税は、負担分任の性格を有するとともに、福祉等の対人サービスを安定的に支えていく上で極め
て重要な税であり、市町村への配分割合を高めること。
４　真の地方分権改革のための「第２期改革」の実施
　政府においては、「三位一体の改革」を平成１８年度までの第１期改革にとどめることなく、「真の地方分権
改革の確実な実現」に向け、平成１９年度以降も「第２期改革」として「地方の改革案」に沿った更なる改革
を引き続き強力に推進すること。
５　施設整備費国庫補助負担金について
　施設整備費国庫補助負担金の一部について税源移譲割合が５０％とされ、税源移譲の対象とされたところで
あるが、地方の裁量を高めるため、「第２期改革」において、「地方の改革案」に沿った施設整備費国庫補助
負担金の税源移譲を実現すること。
６　法定率分の引き上げ等の確実な財源措置
　税源移譲に伴う地方財源不足に対する補てんについては、地方交付税法の原則に従い、法定率分の引き上
げで対応すること。
７　地方財政計画における決算かい離の同時一体的な是正
　地方財政計画と決算とのかい離については、平成１８年度以降についても、引き続き、同時一体的に規模是
正を行うこと。
８　「国と地方の協議の場」の制度化
　「真の地方分権改革の確実な実現」を推進するため、「国と地方の協議の場」を定期的に開催し、これを制
度化すること。

提出先　　衆議院議長　　参議院議長　　内閣総理大臣　　内閣官房長官　　経済財政政策・金融担当大臣
　　　　　総務大臣　　財務大臣
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道路整備の推進に関する意見書

　常陸大宮市は,茨城県北西部の中山間地域に位置し、北は久慈郡大子町、東は常陸太田市、南は那珂市及び東
茨城郡城里町、西は栃木県那須郡那珂川町、那須烏山市に接しており、人口約４９，０００人で農林業を主たる産業
とする市です。本市は県北西部の中核都市を目指しているが、道路交通網の整備が立ち遅れているのが課題で
す。市民生活の基本である道路基盤の整備はまだ不十分であり、道路整備に対する市民の要望はますます増加
しています。
　近年の景気低迷による税収の減少、少子高齢化の進展により、都市基盤整備のための財源確保に、大変苦慮
しているところです。地域間の交流・連携を支え地方都市の活性化のためには、道路整備が緊急の最重要課題
であることから、次の事項について強く要望します。
１　道路特定財源については、受益者負担の原則に則り一般財源化することなく、国民の期待する道路整備を
強力に推進するため、全額道路整備に充当すること。

２　活力ある地域づくりを推進するため、道路整備の促進を図ることとし、このため、社会資本整備重点計画
に定められた成果目標を確実に達成すること。

３　地方の課題に対応した道路整備を機動的に進められるよう、地方の道路財源を確保すること。
４　道路利用者の意見を反映した道路整備を推進すること。

提出先　　衆議院議長　　参議院議長　　内閣総理大臣　　国土交通大臣　　総務大臣　　財務大臣

議会制度改革の早期実現に関する意見書

　国においては、現在、第２８次地方制度調査会において「議会のあり方」について調査・審議を行っており、
このような状況をふまえ全国市議会議長会は、先に「地方議会の充実強化」に向けた自己改革への取り組み強
化についての決意を、同調査会に対し表明するとともに、必要な制度改正要望を提出したところである。
　しかしながら、同調査会の審議動向を見ると、全国市議会議長会をはじめとした、三議長会の要望が十分反
映されていない状況にある。本格的な地方分権時代を迎え、住民自治の根幹をなす議会がその期待される役割
と責任を果たしていくためには、地方議会制度の改正が必要不可欠である。
　よって、国においては、現在検討されている事項を含め、とりわけ下記の事項について、今次地方制度調査
会において十分審議の上、抜本的な制度改正が行われるよう強く求める。

１　議会の招集権を議長に付与すること
２　地方自治法第９６条２項の法定受託事務に係る制限を廃止するなど議決権を拡大すること
３　専決処分要件を見直すとともに、不承認の場合の首長の対応措置を義務付けること
４　議会に附属機関の設置を可能とすること
５　議会の内部機関の設置を自由化すること
６　調査権・監視権を強化すること
７　地方自治法第２０３条から「議会の議員」を除き、別途「公選職」という新たな分類項目に位置付けるととも
に、職務遂行の対価についてもこれにふさわしい名称に改めること

提出先　　衆議院議長　　参議院議長　　内閣総理大臣　　総務大臣
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「少人数学級」の導入によりきめ細かなゆきとどいた教育の実現を求める意見書

　少子・高齢化社会がすすむ中で、２１世紀はとりわけ教育と福祉が重視されなくてはならない。今、学校教育
に求められていることは、子ども一人ひとりが大切にされゆたかな人間関係の中で教育が行われることであ
る。「共に生き、学び、育つ」学校をめざし、「地域に生きる学校」づくりをすすめることは、子ども・保護者・
地域住民・教職員の共通の願いである。
　また、「いじめ」、「不登校」、「学級崩壊」など山積する教育問題を解決するためには、地域や子どもの状況を
ふまえ多様な教育活動が推進できるよう、「当事者」である学校や教育委員会が主体的に運営できるしくみに改
善することが喫緊の課題である。
　２００４年度、「３０人学級」など独自に学年の学級定員を引き下げ、少人数学級を実施している道府県は４２にの
ぼっている。保護者・学校現場からは子どもたちへのきめ細かな指導がはかられ効果があるとの報告が数多く
あがっているが、財源不足から一部の学年に留まっていたり、常勤教諭ではないなどの実態があり、地域間格
差も生じている。また、市町村へ財政負担を求める動きも出ている。２００５年５月、文部科学省は「教職員配置
等の在り方に関する調査研究協力者会議」を立ち上げ、少人数学級実現にむけ、２００６年度からの「次期教職員
配置改善計画」の検討を始めているが、教え込む教育から共に学ぶゆきとどいた教育を実現するには、「３０人学
級」など、欧米並の少人数学級が不可欠である。
　政府においては、これら地方からのニーズに応えるべく、教育を社会の中心目標にきめ細かなゆきとどいた
教育を実現するために、国の負担・責任において少人数学級を全国斉一に実施する必要があると考える。その
ため、政府が現行の第７次公立義務教育諸学校教職員定数改善計画にかわる、少人数学級を導入した新たな定
数改善計画を早急に策定するよう強く要望する。

提出先　　内閣総理大臣　　文部科学大臣　　総務大臣　　財務大臣

義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書

　政府は１９８５年度予算より義務教育費国庫負担制度対象の見直しを行い、２００４年度までには、教材費・旅費・
共済恩給費・退職手当・児童手当を一般財源化している。しかし、これらの一般財源化された教材費・旅費・
図書費などは、地方財政が厳しくなるのに伴い、国の基準財政需要額を下回った予算措置しかされておらず、
また、都道府県によっても大きな格差がでているのが現状である。
　このような中、現在政府の「三位一体」改革の中で、教育的議論と国・都道府県・市町村が教育の役割をど
う担っていくか十分な検討がされないまま、国庫補助負担金の大幅見直しが進行している。
　２００５年度には、義務教育費国庫負担金４，２５０億円が暫定的に交付金化され、就学援助費、奨学金、教員研修事
業、学校教育設備整備費等の補助金も、廃止や大幅削減などが決定された。これらの財政措置は、教育水準の
維持や子どもの就学保障にとって重要であり、教育条件整備にかかわる国の責任を放棄しようとするものであ
る。
　義務教育費国庫負担制度については、学級編制や教職員配置の弾力化の必要性も指摘されているが、この制
度は、「最低保障」を担保するためのものであり、総額裁量性の導入により「自由度」のあるものである。現に
国庫負担制度の加配教職員定数を活用するなどして、４２道府県が独自の「３０人学級」など、少人数学級を導入
している。
　制度の廃止、一般財源化は、税源の偏在性と今後削減が必至である地方交付税の状況を考えれば、都道府県
間での教育水準だけでなく、市町村間の教育水準の格差の拡大を引き起こすおそれがある。
　教育の機会均等とその水準の維持向上をはかる「義務教育費国庫負担制度」は、厳しい地方自治体の財政状
況の中で極めて重要な位置を占めている。政府においては、義務教育費国庫負担法の趣旨・精神をふまえ、中
央教育審議会での結論を尊重し制度を堅持するよう強く要望する。

提出先　　内閣総理大臣　　文部科学大臣　　総務大臣　　財務大臣
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平
成　

年　

月
８
日
、
御
前
山
総
合
支
所
に
お
い
て
、
支
所
の
状
況
並
び
に

１７

１２

地
域
の
振
興
策
に
つ
い
て
勉
強
会
（
協
議
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
第
３
回
臨
時
会

１７

は
、　

月　

日
に
開
か
れ
、
議

１１

２８

案　

件
を
審
査
し
、
い
ず
れ
も

１０
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

常
陸
大
宮
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　　

国
家
公
務
員
の
「
一
般
職
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
、

平
成　

年　

月
１
日
施
行
さ
れ

１７

１２

る
こ
と
に
伴
い
、
本
市
に
お
い

て
も
、
国
に
準
じ
て
市
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
（
平
均
で
０
・
３
％
減
）

す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
で
す
。

野
上
原
宅
地
分
譲
地
の
処
分
に

つ
い
て

　

野
上
原
宅
地
分
譲
地
の
造
成

が
完
了
し
、
分
譲
を
行
う
に
あ

た
り
議
会
の
議
決
が
必
要
な
た

め
で
す
。（
面
積
６
、
１
９
６

坪　
　

区
画
）

５１
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　市内児童生徒の防犯・安全対策につ
いて、教育長、市民部長等から対応の
経過報告を受け、所管事務調査を行い
ました。
　登下校時に一人になる児童生徒への
対策、スクールバスの運行、自警団等に
よるパトロール、防犯灯の設置、通学路
の点検、心のケアなど、市内児童生徒の
防犯・安全対策について、的確な対応
がなされていることを確認しました。
　引き続き、児童・生徒の安全確保に万
全を期し、対策を講じるよう求めました。
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審議風景宮の郷工業団地

　所管事務調査として市内現地調査を
しました。
　宮の郷工業団地について、市の職員
から事業概要の説明を受け、委員から
は、さらに企業誘致の推進に向け取り
組むよう要望がされました。
　次に、「おがわふれあいの森」につい
ては、事業の現況等について説明を受
け、委員からは、サクラ等の植栽を継
続すること等の意見が出されました。
　その他、貸農園の整備、ハウス栽培
等の調査をしました。
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議事予定会議曜日月／日

開会、議案説明本会議火３月７日

議案調査休会水３月８日

質疑、一部討論・採決、
委員会付託本会議木３月９日

常任委員会（総務、生活文教）委員会金３月１０日

土３月１１日

日３月１２日

議事整理休会月３月１３日

常任委員会（保健福祉、経済）委員会火３月１４日

常任委員会（建設）委員会水３月１５日

議事整理休会木３月１６日

一般質問本会議金３月１７日

土３月１８日

日３月１９日

一般質問本会議月３月２０日

 春分の日休会火３月２１日

一般質問本会議水３月２２日

議事整理休会木３月２３日

委員長報告、質疑、討論、
採決、閉会本会議金３月２４日

編　集　常陸大宮市議会広報委員会

〒３１９－２２９２

茨城県常陸大宮市中富町３１３５－６

TEL ０２９５－５２－１１１１（代）  内線４１３

 ０２９５－５３－０３９３（直）

FAX ０２９５－５２－２１８６

ｅメール

gikai@city．hitachiomiya．lg．jp
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今
年
は
、
例
年
に
な
い
寒
さ
の
厳
し
い

毎
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
日
本
海
沿
い
で
は
、
新
潟

県
津
南
町
を
は
じ
め
各
地
で
大
雪
に
よ
る

甚
大
な
被
害
が
出
て
お
り
ま
す
が
、
幸
い

に
し
て
常
陸
大
宮
市
に
お
い
て
は
、
大
雪

も
な
く
適
度
な
降
雨
も
あ
り
、
比
較
的
平

穏
な
地
域
で
あ
り
、
大
変
幸
せ
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
第
５
号
を
お
届
け
い
た
し
ま

す
。
わ
か
り
や
す
く
市
民
に
親
し
ま
れ
る

広
報
紙
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
委
員
会

　

委
員
長

　
　
　

大
貫　

孝
夫

　

副
委
員
長

　
　
　

五
位
渕　

粤

　

委　
　

員

　
　

細
貝　

富
雄　
　

岡
山　

和
夫

　
　

駒
田　
　

強　
　

田
中　

二
郎

　
　

岸　

佐
次
郎　
　

木
村　

勝
昭

　１月１５日（日）「合併１周年記念常陸大宮市駅伝大会」が、
大宮運動公園市民球場をスタート・ゴールとして開催され
ました。当日は晴天に恵まれ、中学・高校・一般の部に１０９
チーム、小学生の部には５１チームの参加がありました。
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　議会に対するご意見・ご要望がありまし
たら、住所氏名を明記の上、常陸大宮市議
会事務局までお届けください。

　第１回定例会は、３月７日から開催予定です。
　ぜひ、傍聴してください。 
　手続きは簡単で、受付簿に住所、氏名、年齢
を書くだけです。
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　１月１３日（金）に辰ノ口親水公園「親水庵」で、
大宮地域の高齢者を対象に、介護予防事業の一環
としてそば打ち体験教室が行われました。参加さ
れた皆さんは、慣れた手つきでそば打ちを行って
おり、試食会では素人とは思えないようなできば
えに「とてもおいしい」と言う声が上がっていまし
た。


